
● 

前
橋
産
の
木
材
を
使
い
ま
せ
ん
か

　

森
林
を
守
る
た
め
に
は
、
木
を
植
え

育
て
伐
採
し
活
用
す
る
、
循
環
を
維
持

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
本
市
で
は
学
習
机
や
椅
子
、
粕
川
小

の
校
舎
な
ど
で
前
橋
産
の
木
材
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
流

行
し
て
い
る
Ｄ

Ｉ
Ｙ
で
、
前
橋

産
の
木
材
を

使
って
世
界
に
１

つ
だ
け
の
自
慢

の
家
具
な
ど
を

作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
市
内
の
材
木

店
で
は
前
橋
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
を

取
り
扱
う
お
店
も
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
す
る
と

き
は
選
択
肢
に
加
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

豊かな自然と多様性の象徴
守ろう恵みのふるさと赤城の森

篠原木材　篠原 祐次さん

　
昨
年
５
月
、
前
橋
・
赤
城
地
域
（
芳

賀
・
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
・
富
士
見
地

区
の
一
部
）
が
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
国
際
連

盟
に
加
盟
。
豊
か
な
自
然
や
そ
の
土
地

に
根
付
く
独
自
の
文
化
・
個
性
、
そ
れ

ら
の
多
様
性
の
大
切
さ
を
見
直
す
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
掛
け
た
と
き
に
、
大
体
の
方
角
や

今
い
る
場
所
を
、
赤
城
山
を
見
て
判
断

す
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
母
の
よ
う

に
、
赤
城
山
は
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近

な
存
在
で
す
。

　
私
た
ち
が
普
段
利
用
す
る
水
道
水
の

お
よ
そ
３
割
は
赤
城
山
地
下
水
系
。
前

橋
の
水
は
「
赤
城
の
恵
」
と
も
い
え
ま

す
。
こ
の
お
い
し
い
水
は
山
か
ら
や
っ

て
き
ま
す
。
山
に
生
え
た
木
々
に
は
保

水
機
能
が
あ
り
、
深
く
張
り
巡
っ
た
根

は
土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
な
ど
、
防
災
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

問 

赤
城
森
林
事
務
所

☎
０
２
７
‐
2
８
5
‐
4
１
1
６

　木質燃料ストーブの購入費を補助。森林資
源の活用促進や木材のエネルギー資源とし
ての利活用を進めます。対象は、大胡・宮城・
粕川・富士見・芳賀地区の居住者。まきなどを
燃料とする暖房機本体と煙突の購入費に対し
て補助金を交付します。予算額になり次第終
了。詳しくは問い合わせてください。
補助金額＝購入費の半額（上限25万円）

木質燃料ストーブ購入を補助

問 赤城森林事務所 ☎０２７‐２８５‐４１１６

赤城南麓森林組合　星野 英史さん

森林が災害から皆さんを守ります

　赤城山の森林は国・県・市だけでなく、民間の事業者も管理し
ています。手付かずの原生林でなく、人の手が入った人工林は、
管理しないと森が荒れてしまいます。森が荒れると保水機能を
失い、大雨の時に洪水や土砂崩れが起こる危険性が高まります。
裏を返せば、水害や土砂災害を防ぐためには森林を適切に管理
し、守っていくことが大切なのです。

● 

力
を
合
わ
せ
て
守
る
赤
城
の
森　

　

赤
城
山
の
森
林
の
整
備
は
富
士
見
林

班
の
よ
う
な
行
政
だ
け
で
な
く
、
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
や
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
群
馬
、
Ａ

Ｇ
Ｆ
、
富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

ズ
な
ど
の
民
間
の
力
、
７
月
31
日
に
地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
登
録
さ
れ
た
赤

城
自
然
塾
な
ど
、
多
く
の
団
体
の
協
力

に
よ
って
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤城南麓森林組合　星野 英史さん
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